
Go West Come West!!!  
3.11関東からの避難者たち 

スタートイベント「関東からもSOS」



私たちの目的と、 
協力をお願いしたいことは、 

 １：関東・東日本からの避難者がつながって、助け合う
こと。 

 ２：「関東も放射能汚染地帯であり、避難が必要」と関
東や避難先へ広めること。 

 ３：新たな避難希望者とつながり、地域・仕事・住宅を
紹介していくこと。それがなければ作ること。 

 ４：その全ての費用を原発を推進してきた国際社会・日
本政府・東京電力などに払わせ、事故の責任を取らせ、
全ての核・原発を廃止させること。 



福島第一原子力発電所の現状 



なぜか？ 

・福島原発は史上最悪の事故。放射能が出続けてる。被害
は後から出る 

・チェルノブイリ事故でも放射能による健康被害と死者は
5年目から爆発的に増えた。 

・広島・長崎の原爆でも白血病などは6，7年目から急増。 

・いま、被害が東北・関東全体に、そして全ての人に拡
大・深刻化。 

・放射能からは距離を取るしかない。でも五感で感じ取れ
ない、国は情報隠蔽・放置・避難を阻止。 



なぜ被曝の影響があると思ったか？ 

福島原発からのセシウム放出
量＝約90京ベクレル 

（2016年時点。京は兆の1万
倍）→東日本全体が土壌汚染
されている。 

※「東日本土壌ベクレル測定プ
ロジェクト」より。関東・東
北・新潟・長野・静岡を測定。
全域にセシウム。福島と同時
に関東と宮城も汚染が高いの
は、福一から放射能を遮る山
がないから。 



水道水も汚染。 
新宿区は福島市以上のセシウム。 

原子力規制委員会HPに
「上水（蛇口水）モニタ
リング」というデータが
公開。47都道府県の水道
水の放射性物質の検出結
果が一覧表になっている。
何と11の都県で’16年1～3
月の時点でセシウムが検
出されている。 

・宮城県（仙台市）Cs137・1.1mBq 
・山形県（山形市）Cs137・0.76mBq 
・福島県（福島市）Cs137・1.2mBq 
・茨城県（ひたちなか市）Cs137・0.8mBq 
・栃木県（宇都宮市）Cs137・1.7mBq 
・群馬県（前橋市）　Cs137・1.3mBq 
・埼玉県（比企郡）　Cs137・1.3mBq 
・千葉県（市原市）　Cs137・0.57mBq 
・東京都（新宿区）　Cs134・0.43mBq 

Cs137・1.7mBq 
・神奈川県（横浜市） Cs137・0.4mBq 
・新潟県（新潟市）　Cs137・0.38mBq 

※放射性セシウム137：Cs137 
　放射性セシウム134：Cs134 
　単位：mBq（ミリベクレル） 

（『女性自身』16年10月28日号より） 



なぜ避難移住を決意したか？ 
→被曝被害が黙らされるメカニズム 

・空気、水、土を摂取できなくなったら
生物は終わり。 

・セシウムは心臓の筋肉に溜まりやすい。

ベラルーシの解剖学者バンダジェフス
キーが解剖調査で発見・発表（チェル
トコフ『チェルノブイリの犯罪』より。
その結果投獄される） 

・だが国は一切認めず、医者も認めず

（避難は言わず）、「ストレスだ」
「薬飲め」と、汚染地帯でたらい回し
に。 

・倒れたら何もできなくなる。家や病院
に閉じこもる。 

・自分が倒れていることも、被曝被害で
はないかと思うことが伝わらない。 

→「あの人最近見ないね」という形で、
人知れず消えていく。消されていく。 

・特に関東は被曝への自覚が薄い。結果、

新たな被曝被害者が先輩被害者と出
会って気づくことができない 

→防御ができずに次々倒れ、消えていく。
全滅しかねないのではないか。 

→自分達は被害者だ、健康被害は被曝が

影響してるんだと自覚・表明すること。 

避難をすること。それが全滅を防ぐこと
ではないか。 



避難して解放 

放射能被害を知りながら生活は心身が持たない。 

海の上に無防備で立つ。沈んで死んでいくだけの未来。 

関東から離れる決意。仲間や仕事先に挨拶して来た。 

空気を吸える、地面に座れる、水道水を飲める、雨にぬれ
ても大丈夫（！）だと実感した時、「６年ぶりに陸上に上
がった！未来は陸上でないと作れない」と鮮烈に感動 

「関東避難者の会」の仲間はもっと先に苦しみ、避難した。
被曝被害は歴史の事実。健康被害が出る前から、汚染さ
れた水・空気・食物が社会を覆っていた。それへの「おそ
れ」だけでも避難の権利。まして発病したら必須。だがみ
んなが残されている。 



第二部：３.11による被曝、
健康被害、生活破たん 



被曝は人体をどう破壊するか？ 

・放射性物質は人のDNAの配列（組み合わせ）をずらす。 

・セシウムは自然界に無いもの。僅かでも異常は起きうる。 

→体の免疫力を下げるため、あらゆる病気になりうる。大別すれば 

１．特定の部位に長く沈着することでその組織を変異させる＝がん、白
血病、心臓病、糖尿病、その他○○病 

２．脳に作用して、即時かつ一時的に自律神経の支配領域が狂わされる
反応的なもの。免疫系に作用してアレルギー反応を起こすもの。目、
耳、鼻、口、皮膚の呼吸器異常やうつ等。 

→心身の不調の全てに当てはまる。 

→体の弱い人から被害が出る。子ども、高齢者、持病持ち、妊婦、貧困
者… 



特定の症状がないため、「因果関係を証明しろ」と強制。 

だが病気＝色々な理由の複合。疲労、ストレス、貧困、加齢、
遺伝等。 

放射能の追加＝「病気が促進」＆「通常ならありえない病状」 

病気・不調要因のうち１％でも被曝があれば国の責任。事故後
は数10％。年々％は増す。 

→汚染地帯（東日本）とは「皆の寿命が縮む」状態。前代未聞。 

また他者に「証明しろ」と迫るのは不自然の極み。人の風邪に
そんな事はしない。 

→賠償したくない責任者による脅しの自己責任論。みんなが内
面化させられてる。 



その結果、何が起きているのか。 

 福島の18歳以下の甲状腺がん、184人に（通常は100万人
に1～2人） 

 多くが区域外避難者。関東でも多発。 

 （「脱被ばく実現ネット」のチラシ参照） 

 震災関連死：4000人近く。多くは原発避難者。被曝の影
響は？ 

 原発作業員：労災申請の裁判。最も被害が隠されている。 



福島、東日本の病気の増加① 

病気 2010 年 2011 年 2012 年 

白内障 150 (100%)
  344 (229%)
  340 (227%)


狭心症 222 (100%)
 323 (145%)
 349 (157%)


脳出血 13 (100%)
 33 (253%)
 39 (300%)


肺がん 293 (100%)
 504 (172%)
 478 (163%)


食道がん 114 (100%)
 153 (134%)
 139 (122%)


胃がん 146 (100%)
 182 (125%)
  188 (129%)


小腸がん 13 (100%)
  36 (277%)
 52 (400%)


大腸がん 31 (100%)
  60 (194%)
 92 (297%)


前立腺がん 77 (100%)
 156 (203%)
 231 (300%)


早産・ 
低体重出産 

44 (100%)
 49 (114%)
 73 (166%)


事故以降の病気の増加——福島県立医科大学附属病院の記録  

表①~④　参照元：落合栄一郎『アジア太平洋ジャーナル』第13巻、第18号 
福島県立医大で登録された診断症例　より




福島、東日本の病気の増加② 
2011年3月11日の事故以降全国各地で増加する甲状腺がん   

県 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2013/2010比 

福島 119
 187
 199
 271
 228%


栃木 116
 218
 211
 235
 203%


群馬 108
 124
 185
 350
 217%


茨城 61
 115
 136
 138
 226%


山形 95
 128
 146
 139
 146%


宮城 248
 343
 378
 399
 161%


埼玉 203
 226
 306
 301
 148%


千葉 260
 340
 410
 352
 135%


東京 1833
 2819
 2874
 2884
 157%


神奈川 469
 664
 656
 749
 160%


愛知 525
 632
 819
 949
 120%


大阪 650
 938
 1048
 1039
 160%


福岡 583
 736
 629
 587
 101%


北海道 855
 1083
 1151
 1227
 144%


沖縄 82
 104
 117
 103
 126%


日本 10816
 14909
 15635
 16023
 148%




福島、東日本の病気の増加③ 

県 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2013/2010比 

福島 507
 622
 668
 675
 133%


栃木 722
 878
 1014
 977
 135%


群馬 538
 710
 797
 821
 153%


茨城 700
 948
 1077
 1212
 173%


宮城 598
 718
 831
 901
 151%


埼玉 1873
 2465
 2733
 2752
 147%


千葉 1447
 2008
 2558
 2604
 135%


東京 3680
 4849
 5581
 5605
 180%


神奈川 2361
 2871
 3421
 3657
 155%


愛知 2212
 2877
 3158
 3287
 149%


大阪 2335
 3224
 3648
 3652
 156%


福岡 1533
 1996
 2326
 2285
 149%


沖縄 437
 572
 537
 669
 153%


日本全国 35411
 46109
 51947
 53400
 151%


心筋梗塞の増加  



福島、東日本の病気の増加④ 

県 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2013/2010比 

福島 108
 97
 79
 230
 213%


栃木 363
 418
 340
 322
 89%


群馬 113
 178
 267
 350
 310%


茨城 251
 309
 351
 324
 129%


山形 121
 117
 172
 135
 112%


宮城 191
 236
 199
 241
 126%


埼玉 266
 336
 590
 757
 285%


千葉 449
 430
 529
 576
 128%


東京 1770
 2135
 2366
 2342
 132%


神奈川 686
 1024
 964
 1062
 155%


愛知 895
 1138
 1208
 1178
 132%


大阪 869
 1210
 1393
 1623
 187%


福岡 686
 755
 722
 767
 112%


北海道 449
 628
 728
 830
 185%


沖縄 101
 111
 111
 110
 109%


日本 12820
 15498
 17015
 18167
 142%


急性白血病の増加 



友人、知人も被害が続出。 

  37歳、東京、15年11月に突
然大腸がんステージ4が発覚
（松平耕一君）。 

  40代、東京、16年に末期膵
臓がん。同じく東京で16年
に白血病。 

  32歳、埼玉、化学物質過敏
症を極度に発症。事故前は
自分で車でどこにでも行っ
ていたが、今は杖や防護マ
スクがなければ外出できず。 

  40代、東京、事故後に毎年
「逆流食道炎」を発症、去

年は春夏の数ヵ月、寝込ん
で全く動けず。他多数。 

 友人の友人に30～50代でが
ん、死亡が多発。「去年12
月に周りで9人死んでる」 

→事故被害を隠している東日本
は極限の嘘・抑圧社会。精
神衛生的にも酷い。 

 芸能人などの若くして突然
死。がんが50、60代で早め
に発症→死亡。 



3.11の健康被害は、生活破たんと
セットになる(1) 

１：親や友人を頼れないと、全部自分でやる
ことになる。 

２：医療が米国化し、金がないとまともな治
療を受けられない。 

３：国の救済制度もない。末期がん患者
は、40歳以上しか介護保険の対象にならない。
そもそも30代以下で末期がん患者になるのは
想定されていないのだ。 



末期がんの状態で、以下のことを
自分でやらざるをえない。 

末期がんの状態で、以下のことを自分でやらざるをえない。 

【いるかいないか知りたい】【転載歓迎】◯バイトの募集のお知らせ 

・必要スキル 介護職員初任者研修 

☆看護ステーションへの「指示書」 

・居宅介護の案件は、何某さまにお手をお貸しいただけるかもしれず、
まとまる可能性も出てきた。たとえば「週のうち二日を松平の友達
の日にする」「月一でのバイトも可」で、「いろいろな方に居宅介
護に入ってもらう」各方面に電話して勧誘をする必要もあるだろう 

・明日は、病院の日。医者に、区分認定と医療保健のための「意見
書」、看護ステーションへの「指示書」を書いてもらわなければい
けない。非常に重要だ！下調べしておかなければ…。」 



職場から抗がん剤代金を前借りした人もいる。 
周りに末期がんを話せず、行方不明になった
人もいる。 

→被曝はいつ・誰が倒れるか全くわからない。がんなら潜
伏させて進行を早める。 

１：対策も「心の構え」も出来ない。 

２：身近で話し合うこともできない。 

３：国の救済制度も一切無い。移住もさせない。→そうし
た状況の中で約6千万人が暮らしている。 

＜3.11被害の全貌＝人が「突然に・訳がわからずに・むご
たらしく・大量に」殺されていく。＞ 

＜東日本全体の土地消失。空前の環境破壊＞ 



事故6年、被害が人の体に直接広く出る
「新しい段階」。 

地域・空間だけでなく、
人の体から考える。「自
分が現地」 

国と東電に抗議してきた
私たち自身が放射能で倒
れていく。 

責任者は誰一人裁かれず、
政権を維持し、東電前会
長は海外で悠々自適に暮
らす。 

私たちに直接手を下すま
でもなく、放置しておく
だけでいい。 

→だから避難。生き延び
ること自体がたたかい。 



本来、世界的・国家的規模の避難が
必要。 
 福島200万人、関東4200万
人、青森～静岡含めれば日
本の人口の半分。 

 「首都圏全域が放射線管理
区域」＝世界経済に大影響。
隠したい。 

 2011年夏から福島の「除
染」を開始。復興キャン
ペーンの始まり。 

 福島にIAEA（国際原子力機
関）を招致。2020年東京五
輪。 

 福島の住民も避難者も、関
東住民も、首都圏を維持す
るために犠牲にされている。 

 また12年に全国で汚染がれ
きを焼却。大阪では反対運
動を大弾圧。 

 全国で被曝を受け入れさせ
る。今また廃棄物の建物再
利用を推進。 



全員避難なら国家が破産？→いや、しない。 

 除染費用は計10兆円。10
兆÷福島県200万人＝500
万。 

 一人500万円払われれば、
全員避難できた。 

 避難費用を除染費用にし
たことが国の狙いの核心。 

 何十万人もが1円ももらわ
ずに避難した。 

 東電は黒字経営。原発
作った東芝、日立、三菱
なども莫大な内部留保。 

 がれきの運搬・償却費用、
「福島は安全」大キャン
ペーンの費用 

 ＝東のみんなが避難でき
る額。避難者が生活を維
持できる額。 




